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１．研究の目的 

アジア・太平洋域を中心とした地域で海洋・陸

面・大気の観測を行い、地球環境変動の検証、定量

化を行うとともに、地球的規模の熱・水・物質循環

に関する研究を推進する。 

我が国における地球観測の枢要な機関の一つとし

て、国際的な地球環境観測計画の策定・実施に貢献

するとともに、国内外の関係機関と連携して地球環

境観測研究を推進する。 

 

２．研究の方法 

太平洋、インド洋、北極海、ユーラシア大陸アジ

ア域等において、研究船、ブイ等の観測施設・設備

を用いて、海底堆積物を含む海洋・陸面・大気の観

測を行う。 

観測データの解析により、熱・水・物質循環過程

とそれらの変動についての知見を得るとともに、海

水温の変動や海洋が吸収する二酸化炭素量等地球温

暖化の影響を検出し、数年から数万年の時間スケー

ルでの地球環境変動についての知見を蓄積する。 

収集した観測データは、適切な品質管理を行いす

みやかに公開して研究、産業利用等に供する。 

国際的な地球観測計画の策定・実施に貢献する。 

 

３．研究の成果 

３．１ 気候変動観測研究 

西部太平洋から東部インド洋に展開されたトライ

トンブイ、中層ADDCP係留系、船舶観測等のデータ

から、太平洋暖水プール域の水温・塩分変動、南半

球側の低緯度西岸境界流の経年変動について解析研

究を進めた。 

国際Argoの重要メンバーとして、北・南太平洋、

インド洋、南大洋に合計312台のArgoフロートを投

入した。Argoデータの品質管理手法の開発、太平洋、

インド洋の高品質データベースの作成、 

Argoデータを用いた各種モード水の形成・輸送、

亜寒帯の海洋構造等の解析研究を進めてきた。 

 

３．２ 水循環観測研究 

地球規模でみて影響力が大きいと考えられる東ユ

ーラシア・西太平洋の 2 大地域における水循環とそ

れを規定している要素の実態と長期変動を解明し、

地域規模での気候形成における水循環の役割を明ら

かにするために、２大地域に気象水文に関する観測

網を展開した。 

この３年で、積雪・凍土や地域特有の植生が存在

する大陸寒冷圏地域における陸域水循環過程と大気

との相互作用、さらには大陸大河川流域の流出特性

を解明し、東アジア梅雨前線帯、熱帯積雲対流の季

節内変動から年々変動について新たな知見をうると

ともに、雲解像度モデルの資する解像度の高いデー

タを取得し、インドシナ半島からインドネシアを中

心とした水蒸気等の水循環の特徴およびそれが大気

大循環に与える役割を解明した。 

 

３．３ 地球温暖化観測研究 

北西部北太平洋に海洋物理・生物地球化学の時系

列観測定点（３点）を設けて、この海域での生物ポ

ンプ過程を定量化するのに重要な、栄養塩・炭酸

系・生物生産・沈降粒子フラックスなどの季節変動

などを明らかにした。 

近年海氷量の減少が顕著な北極海において、米加

との国際共同観測を実施した。西部北極海カナダ海

盆では、成層構造と循環場について新しい知見を得

た。 

北太平洋において採取した海底堆積物に含まれる

プロキシー（代替指標）の解析によって、過去２万

年の北太平洋中層の循環速度の変動、最終最寒期

（1.8 万年前）の親潮と黒潮の勢力関係などを復元

した。 

 

３．４ 海洋大循環観測研究 

南半球の南緯 30－ 20 度帯を一周する航海

（BEAGLE2003、2003 年 8 月～2004 年 2 月）で、水

温､塩分､溶存化学物質の高精度観測を実施した｡こ

のデータを 1990 年代前半に実施された世界海洋循

環実験計画（WOCE）のデータと比較した結果､以下

のことが明らかとなった｡ 

太平洋、大西洋、インド洋の各大洋の南極底層水

で、水温の上昇傾向（約 0.01℃）がみられた｡また、

南極周辺での海水変質に伴う鉛直循環（南極オーバ

ーターン）が弱まっていることが示唆された｡これ

らの結果が温暖化の影響といえるかどうか、更なる

調査が必要である｡大西洋の南極底層水では人為起
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源物質であるフロンを検出した。濃度にして 0.03

～0.05pmol/kg とごく微量であるが､12 年前の WOCE

航海では検出されていなかったものである｡また､太

平洋の南極底層水では全炭酸濃度が約 3µmol/kg 高

くなっていた｡この増加は､大気中に放出された人為

起源 CO2 を海が吸収した分と推定され、フロンに関

する知見と共に、人間活動の影響が南極周辺での海

洋循環を通して海洋深層に広がりつつあることを示

している｡ 

 

３．５ 海洋・陸面・大気相互作用総合研究 

西部熱帯太平洋域において、地上観測サイトによ

る長期連続観測に加え、船舶・航空機によるレーダ

ー・ゾンデ・プロファイラー等を用いた集中観測を

実施することにより、エルニーニョ現象に関係する

季節内振動・モンスーン活動と雲対流活動との相互

作用や、水蒸気輸送とその変動を明らかにした。 

 

４．今後の課題 

・現状レベルで熱帯域観測システムを維持するとと

もに、インド洋やフィリッピン沖への観測網拡張

を可能とする簡易型ブイの開発や熱・水フラック

スを高精度で計測できるブイセンサーの開発が課

題である。 

・Argo計画をオペレーショナルなシステムとして確

立することが国内的・国際的に最重要の課題であ

る。 

・過去４年余りの観測研究結果を基に、研究課題を

取捨選択・追加し、WCRP の諸中核計画に対応で

きるようにもする。また新機器の開発および機器

の導入、国内外研究機関の協力により、観測網を

拡張・緻密化するとともに高精度化する。 

・海洋変動の鍵となる海域を設定し観測を展開す

る。同時に研究体制の強化を行う。近未来の環

境変動と結びついた古環境変遷の観測研究を行

う。 

・BEAGLE2003で実施したような「WOCE再観測」は、

全球データセットの構築を目指して国際的な調整、

分担のもとに進められている。よって将来的には、

このデータセット及び同化モデルや衛星観測デー

タを総合的に用いて、温暖化に関わる海洋大循環

の変動を定量的に明らかにすることを目指す。こ

れは温暖化進行の監視と、予測モデルの検証に役

立つものである。 

・海大陸周辺域が気候システムに果たす役割の解明

をめざす、総合的な観測研究計画の作成が必要で

ある。 
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